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アンダーカットを付与した模型 (MU 1 、 MU2 、 MU 3) を作製し、さらにトレー模型は側壁が平行
















トがそれぞれ%、%、%となるよう頚部の直径をそれぞれ 9mm、 8mm、 6mmとした。 (U 1 、 U2 、 U
3) さらに印象用トレーは側壁が平行なもの (S 型)、項部より外方に向うもの (0 型)むよび内方に向
うもの (C 型)とし、印象採得時、項部における印象材の厚さが各々 1 .5 、 3 、 5 、 7 、 10mm になるよ
う合計13種のトレーをトレー用即時重合レジンにて作製した。
実験に用いた印象材はアルジネート、チオコールラパー、シリコンラパーで、歯型材は硬石こうを




いても O 型が優れており、ついでS 型で、 C 型は劣っていた。この傾向は U1 では著明でなく、 U2 、
U3 とアンダーカットが強くなるにしたがって著明であった。そこでO 型のトレーを使用し、印象材
の厚さをかえた場合の模型の寸法変化を測定したところ、つぎの結果を得た。寸法精度はシリコンラ
ノ〈ー印象材が最も良好で\ついでチオコールラバー印象材、アルジネート印象材はやや劣っていた。
またアンダーカットが強くなるにしたがって寸法精度は劣る傾向を示したが、この場合印象材の厚い
方が寸法精度はよくなる傾向を示した。これはアルジネート印象材において特に著明であり、ついで、
チオコールラパー印象材で、シリコンラパー印象材では僅少であった。
以上の結果、アンダーカット領域を印象採得し模型を作製する場合、寸法精度をよくするためには
アンダーカット領域の印象材の厚さを適度に増すことが必要であり、このようなトレーを用いること
によりアンダーカットの寸法精度を向上させ得ることが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は、従来、不明であった印象材の厚さを規定するトレーの形態がアンダーカット領域の印象
の寸法精度に及ぼす影響について検索したものである。本研究の結果、印象撤去過程においてアンダ
ーカットにより印象材に生じる内部応力は、トレーの型、印象材の厚さ、およびアンダーカットの強さ
により異なり、またアンダーカット領域を印象採得し模型を作製する場合、この部分の印象材を厚く
なるようにした型のトレーを用いれば印象の寸法精度がよくなり、さらにこの傾向はアルジネート印
象材において著明で、チオコールラパ一、シリコンラパーでは僅少であることが明らかになった。
以上のごとく、本研究はアンダーカット領域の印象の精度に及ぼすトレーの型、印象材の厚さわよ
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びアンダーカットの強さの影響について重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める。
よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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